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バ
ル
ビ
ゾ
ン
派

の
代
表
的
な
画
家

で
あ
る
ミ
レ
ー

は
、
１
８
１
４
年

10
月
４
日
に
ノ
ル

マ
ン
デ
ィ
ー
地
方

の
小
村
で
生
ま
れ
た
。
画
家

を
志
し
23
歳
の
時
に
パ
リ
に

出
て
、
35
歳
で
パ
リ
か
ら
約

60
㌔
㍍
離
れ
た
バ
ル
ビ
ゾ
ン

村
に
移
り
、
農
村
の
景
色
や

農
民
の
姿
を
写
実
的
に
描
い

た
。
ミ
レ
ー
の
絵
は
写
実
的

で
あ
る
と
同
時
に
、
キ
リ
ス

ト
教
信
仰
に
関
わ
る
内
容
で

あ
る
こ
と
も
特
徴
だ
が
、
キ

リ
ス
ト
教
に
馴
染
み
が
薄
い

日
本
で
も
愛
さ
れ
て
い
る
の

は
、
自
然
へ
の
畏
敬
や
勤
労

と
い
っ
た
日
本
人
の
心
情
に

合
致
し
て
い
る
か
ら
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
▼
明
治
の
思
想

家
で
文
芸
評
論
家
の
高
山
樗

牛
が
、
ミ
レ
ー
の
代
表
作
の

一
つ
で
あ
る
「
晩
鐘
」
に
つ

い
て
記
し
て
い
る
。
「
一
日

の
業
を
終
え
た
る
若
き
農
夫

と
そ
の
妻
と
、
今
ま
さ
に
家

路
に
つ
か
ん
と
す
る
時
、
エ

ン
ジ
ェ
ラ
ス
の
祈
祷
を
告
ぐ

る
夕
べ
の
鐘
の
音
響
き
わ
た

り
ぬ
。
二
人
は
頭
を
垂
れ
て

無
言
の
祈
り
を
捧
げ
ぬ
」
。

朝
、
昼
、
夕
に
受
胎
告
知
を

思
い
起
こ
し
て
祈
る
「
お
告

げ
の
祈
り
」
の
こ
と
で
、
教

会
の
鐘
（
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ス
の

鐘
）
が
鳴
り
響
い
て
祈
り
の

時
を
伝
え
る
▼
「
種
ま
く

人
」
は
農
家
に
生
ま
れ
た
ミ

レ
ー
が
、
父
親
の
姿
を
描
い

た
も
の
だ
そ
う
だ
が
、
一
方

で
「
道
端
や
薄
い
土
地
、
茨

の
中
に
落
ち
た
種
は
育
た
な

い
が
、
良
い
土
地
に
落
ち
た

種
は
１
０
０
倍
に
も
実
を
付

け
る
」
と
い
う
聖
書
の
た
と

え
話
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
「
落
穂

ひ
ろ
い
」
も
「
収
穫
の
時
の

落
穂
は
拾
わ
ず
、
貧
し
い
者

の
た
め
に
残
し
て
お
く
」
と

い
う
旧
約
聖
書
の
教
え
を
描

い
た
も
の
で
、
描
か
れ
て
い

る
女
性
た
ち
は
こ
の
土
地
の

持
ち
主
で
は
な
く
、
近
所
の

貧
し
い
住
民
だ
そ
う
だ
▼
山

梨
県
立
美
術
館
で
は
ミ
レ
ー

の
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
感
染
症
対
策
に
気

を
配
り
な
が
ら
、
芸
術
の
秋

に
「
Ｇ
Ｏ
　
Ｔ
Ｏ
」
を
使
っ

て
出
か
け
て
み
て
は
ど
う
で

す
か
。

主な記事

◆物流コスト半減を想定
　ニチガスは９月24日、川
崎市川崎区浮島に建設中の
ハブ充填基地「夢の絆・川
崎」を公開した。１カ月の
最大充填量が５万㌧で、完
全自動化も目指す。 ２面
◆本館内装リニューアル
　伊丹産業は本社ビル本館
内部のリニューアルを終
え、７月から運用を開始し
ている。100年先を見据え
た企業として事業の多角化
など企業価値の向上に努め
ており、今回のリニューア
ルもその一環。 ６面
◆災対機器備えた新社屋
　トスプロは９月１日に鳥
栖市に建設した新社屋に移
転した。１階にショールー
ムスペースを確保するとと
もに、災害時に避難所とな
るよう災対バルクや非常用
発電機も設置した。 ７面
◆統合情報システム発売
　カナデンブレインは１
日、ガスエネルギー事業統
合情報システム「Ｓｕｐｅ
ｒＸ03」の販売を開始し
た。「ＳｕｐｅｒＸ02」の
後継機で、販売管理・料金
計算・顧客情報管理システ

ム。 ８面

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
か
ら
次
世
代
戦
略
ま
で
、

岩
谷
産
業
の
一
挙
手
一
投
足
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。
業
界
最
大
手
の

次
世
代
戦
略
の
一
つ
が
「
イ
ワ
タ
ニ

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
（
Ｉ
Ｇ
Ｗ
）
」
だ
。

各
家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ガ
ス
漏

れ
警
報
器
ユ
ニ
ッ
ト
に
通
信
機
能
を

付
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

配
送
業
務
の
一
段
の
効
率
化
を
生
み

出
す
だ
け
で
な
く
、
地
域
が
抱
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
中
だ
。

４
月
に
就
任
し
た
間
島
寛
社
長
自
ら

の
肝
い
り
の
構
想
だ
け
に
そ
の
想
い

も
ひ
と
し
お
だ
。
世
の
中
が
コ
ロ
ナ

禍
で
の
〝
新
常
態
〞
を
模
索
す
る
な

か
、
同
社
の
理
念
で
あ
る
「
世
の
中

に
必
要
な
も
の
こ
そ
栄
え
る
」
の
具

現
化
に
情
熱
を
傾
け
る
語
り
口
に
、

時
間
も
忘
れ
て
傾
聴
し
た
。

―
溶
接
工
学
を
学
ば
れ
た
と
は

ま
さ
に
産
業
ガ
ス
の
申
し
子
で
す
。

　
大
学
は
理
系
へ
の
想
い
が
強
く
、

当
時
日
本
で
唯
一
溶
接
工
学
科
の
あ

っ
た
大
阪
大
学
を
選
ん
だ
。
時
代
は

重
厚
長
大
、
多
く
の
同
窓
が
自
動

車
、
造
船
、
ゼ
ネ
コ
ン
を
志
望
す
る

な
か
、
あ
え
て
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
道
に

背
を
向
け
、
縁
も
あ
っ
て
岩
谷
産
業

に
入
社
し
た
。
幅
広
い
経
験
を
望

み
、
入
社
時
に
は
溶
接
関
連
以
外
を

希
望
し
た
が
通
ら
な
か
っ
た
。
配
属

先
の
熔
材
課
は
大
阪
支
店
の
生
産
関

連
本
部
（
当
時
）

で
、

現

在

で

は

〝
ガ
ス
＆
ロ
ボ
ッ

ト
〞
を
基
軸
と
し

た
営
業
部
門
だ
。

こ
こ
で
６
年
、
次

の
広
島
支
店
で
は

工
業
用
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

を
含
め
８
年
で
、

私
に
と
っ
て
の
社

会
人
活
動
は
産
業
分
野
の
営
業
マ
ン

で
始
ま
っ
た
。

　
そ
の
後
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
の
駐

在
員
事
務
所
開
設
、
再
び
国
内
で
の

産
業
ガ
ス
関
連
営
業
と
営
業
一
色
だ

っ
た
が
、
２
０
０
０
年
代
を
境
に
世

を
席
巻
し
た
Ｉ
Ｔ
絡
み
の
世
界
に
身

を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
の
牧

野
明
次
社
長
（
現
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

の
厳
命
で
、
01
年
（
平
成
13
年
）
に

マ
ル
ヰ
ガ
ス
構
造
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
担
当
を
拝
命
し
た
。
一
本

だ
っ
た
支
社
・
支
店
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
産
業
ガ
ス
に
分
離
す
る
試
み
で
、

先
鞭
と
し
て
さ
い
た
ま
市
の
関
東
支

社
（
現
関
東
支
社
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

東
支
社
）
に
赴
い
た
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事

業
の
軸
足
を
従
来
の
卸
主
体
か
ら
小

売
と
の
二
本
立
て
に
移
す
こ
と
、
足

元
で
は
直
売
の
地
歩
を
固
め
る
仕
事

で
、
こ
の
２
年
間
は
最
前
線
を
経
験

で
き
た
貴
重
な
期
間
だ
っ
た
。

―
営
業
最
前
線
を
振
り
出
し

に
、
経
営
企
画
畑
も
歴
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
も
う
一
つ
任
せ
ら
れ
た
の
が
、
当

時
の
Ｅ
Ｒ
Ｐ
（
企
業
資
源
計
画
）
に

基
づ
い
た
グ
ル
ー
プ
全
社
の
情
報
シ

ス
テ
ム
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
責

任
者
と
し
て
02
年
か
ら
丸
５
年
身
を

投
じ
た
。
40
代
半
ば
で
大
変
な
重
責

で
あ
っ
た
が
、
総
投
資
額
１
０
０
億

円
規
模
の
一
大
事
業
に
携
わ
れ
た
の

は
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
。

　
最
前
線
を
担
う
社
員
た
ち
と
一
緒

に
し
た
仕
事
は
と
に
か
く
楽
し
か
っ

た
。
現
場
を
支
え
る
社
員
の
話
し
を

聞
い
て
課
題
に
臨
み
、
理
想
へ
の
最

適
化
を
実
現
す
る
。
社
員
一
人
ひ
と

り
が
持
つ
想
い
や
希
望
を
受
け
止

め
、
伝
え
、
か
た
ち
に
す
る
。
プ
ロ

セ
ス
を
含
め
て
そ
れ
が
何
よ
り
の
や

り
が
い
だ
っ
た
。

―
セ
ン
ト
ラ
ル
石
油
瓦
斯
と
の

統
合
な
ど
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
大
き

な
節
目
に
経
営
企
画
と
し
て
、
舵
を

お
取
り
に
な
っ
た
。

　
グ
ル
ー
プ
で
は
Ｍ
＆
Ａ
を
含
め
、

事
業
の
最
適
化
を
進
め
て
い
く
う
え

で
離
合
集
散
は
避
け
ら
れ
な
い
。
た

だ
、
企
業
に
必
要
な
構
造
改
革
の
影

響
が
社
員
の
生
活
に
も
及
ぶ
こ
と
を

認
識
で
き
る
か
が
経
営
者
に
と
っ
て

求
め
ら
れ
る
と
思
う
。
英
断
は
必
要

だ
が
、
改
革
で
社
員
に
及
ぼ
す
影
響

ま
で
斟
酌
す
る
必
要
が
あ
る
。
４
月

に
セ
ン
ト
ラ
ル
石
油
瓦
斯
の
販
売
会

社
と
の
統
合
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

統
合
会
社
の
社
名
に
「
セ
ン
ト
ラ

ル
」
の
名
を
残
す
よ
う
牧
野
会
長
、

武
田
英
佑
・
セ
ン
ト
ラ
ル
石
油
瓦
斯

会
長
か
ら
負
託
を
い
た
だ
い
た
。

―
令
和
の
始
ま
り
と
と
も
に
新

型
コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
の
ベ
ク
ト
ル
が

ど
こ
に
向
く
の
か
、
も
っ
と
真
摯
に

深
く
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ

も
踏
ま
え
、
未
来
に
あ
る
べ
き
姿
を

ど
う
描
く
か
。
当
社
と
し
て
も
、
た

だ
規
模
拡
大
の
み
が
是
だ
と
考
え
て

い
な
い
。
現
在
、
異
業
種
を
含
め
多

種
多
様
な
企
業
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
向
け
た
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
も
進
め
て

い
る
。

　
次
世
代
を
睨
ん
だ
Ｉ
Ｇ
Ｗ
は
、
コ

ン
セ
プ
ト
が
先
行
し
、
具
体
的
普
及

へ
の
道
筋
を
示
す
の
に
時
間
を
要
し

た
が
、
機
器
メ
ー
カ
ー
と
の
量
産
化

へ
の
メ
ド
も
立
ち
、
２
月
に
京
丹
後

市
、
７
月
に
は
大
田
市
と
実
装
へ
の

最
終
形
態
を
創
り
上
げ
る
協
業
も
始

ま
っ
た
。
来
春
に
は
グ
ル
ー
プ
全
体

で
本
格
稼
働
す
る
運
び
だ
。

　
災
害
時
対
応
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
バ
ル
ク

供
給
や
非
常
用
発
電
機
、
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ

商
品
な
ど
、
当
社
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

門
で
も
事
業
が
多
層
化
し
始
め
た

が
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
多
く

は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
に
特
化
し
て
お

り
、
せ
っ
か
く
の
事
業
イ
ン
フ
ラ
が

活
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
考
え
を

持
っ
て
い
た
。
Ｉ
Ｇ
Ｗ
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
を
軸
に
多
層
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
ス
キ
ー
ム
で
、
特
に
京
丹
後

市
で
の
協
業
は
、
マ
ル
ヰ
会
会
員
事

業
者
を
主
体
に
事
業
を
進
め
る
な

ど
、
小
売
事
業
者
の
未
来
像
を
も
示

す
こ
と
も
意
識
し
て
い
る
。

　
他
方
、
Ｉ
Ｇ
Ｗ
は
、
当
社
や
マ
ル

ヰ
会
会
員
事
業
者
が
持
つ
物
理
的
な

供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
率
化
に
向

け
た
活
用
、
さ
ら
に
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
の
構
築
も
模
索
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
者
に
対
応
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
に
仕
上
げ
て
い
き
た
い
。

　
Ｉ
Ｇ
Ｗ
構
想
の
根
幹
に
あ
っ
て
希

求
す
る
の
は
、
先
達
が
営
々
と
苦
心

し
な
が
ら
作
り
上
げ
て
来
た
市
場
や

事
業
そ
の
も
の
、
重
い
容
器
を
家
庭

に
届
け
る
こ
と
で
形
作
っ
て
き
た
ビ

ジ
ネ
ス
を
、
未
来
に
ど
う
つ
な
げ
る

か
と
い
う
想
い
だ
。
こ
れ
を
業
界
の

皆
さ
ん
と
考
え
て
い
き
た
い
。

―
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
副
会
長

に
も
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
業
界
の
牽

引
役
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
を
よ
り
良
い
方
向

に
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
に
尽
き

る
。
全
Ｌ
協
は
、
米
田
正
幸
・
元
広

島
ガ
ス
プ
ロ
パ
ン
社
長
、
故
川
本
宜

彦
・
サ
イ
サ
ン
会
長
、
そ
し
て
当
社

の
牧
野
会
長
の
尽
力
で
統
合
を
果
た

し
た
団
体
で
も
あ
る
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

未
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
目
指
し
、
統

合
の
先
に
描
い
た
業
界
発
展
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
。

業
界
を
未
来
に
つ
な
げ
る

岩谷産業 間島　寛社長

〜
平
成
、そ
し
て
新
時
代
へ
〜

治
の

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

災
対
に
約
２
倍
38.9
億
円

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
構
改

1.7
倍
8.6
億
円

エネ庁21年度
概 算 要 求

　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
資
源
・
燃
料
部
石
油
流
通
課
は
１
日
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
関
連
の
２
０
２
１
年
度
概
算
要

求
を
発
表
し
た
。
災
害
対
応
能
力
の
強
化
に
関
す
る
要
求
額
を
38
・
９
億
円
と
し
、
今
年
度
予
算
20
・
３

億
円
（
臨
時
・
特
別
の
措
置
を
含
む
）
の
１
・
９
倍
以
上
を
計
上
し
た
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
構
造

改
善
推
進
の
要
求
額
は
８
・
６
億
円
で
、
今
年
度
の
５
・
１
億
円
の
約
１
・
７
倍
。
災
害
対
応
バ
ル
ク
な

ど
の
導
入
拡
大
や
事
業
者
の
業
務
効
率
化
な
ど
の
方
向
性
を
さ
ら
に
強
く
固
め
た
。

愛
知
県
初

災
対
バ
ル
ク
と
セ
ッ
ト

全
中
学
体
育
館
に
Ｇ
Ｈ
Ｐ

大府市

Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
体
育
館
導
入
に
期
待

空
調
整
備
率
93
％
に

小中学校

能
な
設
備
導
入
に
対
す
る
支

援
を
行
う
。
今
年
度
の
補
助

金
の
対
象
は
設
備
費
の
み
で

人
件
費
や
工
事
費
な
ど
が
除

外
と
な
っ
て
お
り
、
一
部
の

事
業
者
か
ら
不
満
の
声
が
上

が
っ
て
い
た
。
石
油
流
通
課

は
１
日
の
発
表
で
「
公
募
は

コ
ス
ト
が
安
価
な
方
が
採
択

さ
れ
や
す
く
、
人
件
費
を
含

め
て
応
募
し
て
い
た
事
業
者

が
不
利
に
な
っ
て
い
た
た

め
、
設
備
費
以
外
を
対
象
外

に
し
た
経
緯
が
あ
る
」
と
説

明
し
た
う
え
で
「
設
備
費
以

外
も
対
象
に
し
て
ほ
し
い
と

い
う
声
が
多
け
れ
ば
要
件
に

と
思
っ
て
い
る
」
と
し
た
。

　
保
安
分
野
で
は
、
産
業
保

安
グ
ル
ー
プ
保
安
課
が
、
石

油
・
ガ
ス
供
給
に
関
す
る
保

安
対
策
調
査
な
ど
の
委
託
費

と
し
て
今
年
度
同
様
５
・
６

億
円
を
計
上
し
た
。
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
容
器
の
流
出
対
策
と
し

て
、
負
荷
実
験
や
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
浸
水
を

想
定
し
た
効
果
的
な
容
器
の

固
定
方
法
な
ど
さ
ら
な
る
安

全
の
確
立
を
目
指
す
。
流
出

容
器
の
位
置
・
本
数
の
情

報
、
販
売
店
と
消
費
者
の
被

害
情
報
な
ど
を
集
約
、
共
有

で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
も

進
め
る
。

あ
り
、
政
府
は
小
中
学
校
の

空
調
設
備
導
入
に
向
け
て
大

規
模
な
予
算
を
組
む
な
ど
積

極
的
な
支
援
体
制
で
後
押
し

し
て
き
た
。
自
衛
的
な
燃
料

備
蓄
を
目
的
と
し
た
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
災
害
バ
ル
ク
な
ど
の
設
置

に
必
要
な
機
器
購
入
費
と
設

置
工
事
費
の
一
部
を
負
担
す

る
補
助
金
制
度
も
確
立
し
て

い
る
。
同
組
合
も
同
補
助
金

制
度
を
活
用
し
、
16
年
ご
ろ

か
ら
交
渉
窓
口
で
あ
る
大
府

市
学
校
教
育
課
へ
積
極
的
に

働
き
か
け
、
地
道
な
交
渉
を

通
じ
て
岡
村
市
長
か
ら
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
の
災
害
対
応
力
に
対
す

が
46
・
８
％
（
同
３
・
１
㌽

増
）、
体
育
館
が
３
・
３
％

（
同
１
・
８
㌽
増
）
に
上
昇

し
た
。
特
別
教
室
と
体
育
館

は
未
整
備
の
学
校
が
多
く
、

Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
導
入
拡
大
に
期
待

が
持
て
る
。

　
２
０
１
８
年
度
補
正
予
算

の
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
冷
房
設

備
対
応
臨
時
特
例
交
付
金
」

の
対
象
と
な
っ
た
全
国
の
公

立
学
校
施
設
を
調
査
し
た
。

　
全
国
の
小
中
学
校
な
ど
の

普
通
教
室
は
42
万
６
４
１
４

室
あ
り
、
39
万
６
５
６
７
室

に
冷
房
機
能
を
持
つ
空
調
設

備
が
設
置
さ
れ
た
。
理
科
室

や
音
楽
室
な
ど
の
特
別
教
室

は
全
40
万
１
４
０
６
室
中
の

23
万
８
９
０
室
、
体
育
館
は

３
万
６
０
０
４
棟
中
の
３
２

３
７
棟
で
空
調
の
整
備
が
完

了
し
た
。

　
高
等
学
校
は
、
普
通
教
室

６
万
４
７
９
２
室
中
の
５
万

６
３
５
５
室
、
特
別
教
室
11

万
９
９
８
６
室
中
５
万
６
１

８
０
室
、
体
育
館
１
万
１
３

６
棟
中
３
３
８
棟
で
空
調
設

備
が
導
入
さ
れ
た
。

　
都
道
府
県
別
で
は
、
北
海

道
、
青
森
、
秋
田
な
ど
他
の

地
域
よ
り
真
夏
も
気
温
が
低

い
地
域
は
４
割
以
下
に
な
っ

た
が
、
他
の
都
府
県
は
お
お

む
ね
９
割
以
上
の
高
い
設
置

率
に
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
小

中
学
校
普
通
教
室
の
設
置
率

が
１
０
０
％
に
な
っ
た
の

は
、
茨
城
、
埼
玉
、
東
京
、

富
山
、
滋
賀
、
京
都
、
兵

庫
、
鳥
取
、
広
島
、
山
口
、

徳
島
、
香
川
、
大
分
。
高
等

学
校
普
通
教
室
が
１
０
０
％

に
な
っ
た
の
は
、
福
島
、
茨

城
、
群
馬
、
千
葉
、
東
京
、

神
奈
川
、
新
潟
、
石
川
、
長

野
、
岐
阜
、
三
重
、
京
都
、

大
阪
、
兵
庫
、
鳥
取
、
島

根
、
山
口
、
徳
島
、
愛
媛
、

高
知
、
福
岡
、
熊
本
、
大

分
、
宮
崎
、
沖
縄
。

　
年
初
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
、

学
校
施
設
で
の
空
調
設
置
を

進
め
る
動
き
が
強
ま
っ
て
い

る
。
文
科
省
の
２
０
２
１
年

度
概
算
要
求
で
は
、
公
立
学

校
施
設
の
施
設
整
備
に
１
２

９
５
億
円
を
要
求
し
、
前
年

度
予
算
額
６
９
５
億
円
か
ら

大
き
く
増
や
し
た
。
新
し
い

生
活
様
式
を
踏
ま
え
、
教
室

や
給
食
施
設
へ
の
空
調
整
備

を
進
め
る
。
災
害
対
応
も
力

を
入
れ
、
給
食
施
設
の
空
調

設
備
で
の
都
市
ガ
ス
と
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
の
併
用
や
、
体
育
館
へ

の
空
調
整
備
の
方
向
性
を
示

し
て
い
る
。

　
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る

学
校
体
育
館
で
使
用
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
最

適
だ
。
加
え
て
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
体

育
館
空
調
と
し
て
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
で
Ｅ
Ｈ
Ｐ

よ
り
優
れ
る
。
積
極
的
に
体

育
館
へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様
Ｇ

Ｈ
Ｐ
の
導
入
を
進
め
た
い
。

　
Ｇ
Ｈ
Ｐ
メ
ー
カ
ー
関
係
者

の
話
に
よ
る
と
、
都
内
の
学

校
で
は
普
通
教
室
の
空
調
が

更
新
時
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る

と
こ
ろ
も
出
て
い
る
。
今
後

発
生
す
る
更
新
需
要
も
逃
さ

ず
、
普
及
拡
大
に
つ
な
げ
た

い
。

策
と
し
て
も
効
果
が
期
待
さ

れ
る
。

　
年
々
、
全
国
各
地
で
自
然

災
害
の
発
生
が
増
加
傾
向
に

は
、
構
造
改
善
に
資
す
る
設

備
18
万
世
帯
へ
の
導
入
、
中

核
充
填
所
５
カ
所
以
上
の
新

設
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相

談
件
数
３
％
減

―
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

　
構
造
改
善
の
推
進
は
今
年

度
と
同
じ
制
度
設
計
を
予
定

し
て
お
り
、
遠
隔
で
の
ガ
ス

栓
の
開
閉
、
遠
隔
検
針
が
可

　
要
求
総
額
は
３
４
７
・
８

億
円
で
、
「
災
対
力
の
強

化
」「
取
引
適
正
化
と
流
通

合
理
化
の
推
進
」
「
備
蓄
の

推
進
」
で
構
成
す
る
。
備
蓄

の
推
進
に
つ
い
て
、
５
カ
所

の
国
家
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
備
蓄
基
地

建
設
に
関
す
る
借
入
金
支
払

額
が
年
々
低
減
す
る
影
響
な

ど
で
今
年
度
比
27
・
３
億
円

減
の
３
２
５
・
２
億
円
と
な

る
た
め
、
要
求
総
額
自
体
は

今
年
度
の
３
５
２
・
９
億
円

か
ら
減
少
し
た
が
、
災
対
力

の
強
化
、
取
引
適
正
化
と
流

通
合
理
化
の
推
進
の
増
額
で

実
質
的
な
要
求
額
は
大
幅
増

と
な
っ
た
。

　
相
次
ぐ
自
然
災
害
で
自
治

体
の
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て

い
る
な
か
、
公
共
施
設
な
ど

の
避
難
所
や
避
難
困
難
者
が

発
生
す
る
施
設
へ
の
バ
ル

ク
、
発
電
機
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
な
ど

の
「
自
衛
的
備
蓄
」
の
導
入

を
促
進
し
、
災
対
力
を
拡
充

す
る
。
補
助
率
は
従
来
通
り

中
小
企
業
が
３
分
の
２
、
そ

の
他
が
２
分
の
１
の
条
件
で

支
援
す
る
。

　
今
年
度
は
オ
ー
ト
ガ
ス
ス

タ
ン
ド
を
対
象
と
し
て
い
た

が
、
来
年
度
は
対
象
に
し
な

い
。
災
対
事
業
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
以
外
で
は
石
油
が
11
・
１

億
円
、
電
力
・
ガ
ス
事
業
部

に
よ
る
設
備
支
援
分
が
30
億

円
で
計
上
し
た
。

　
取
引
適
正
化
と
流
通
合
理

化
の
推
進
に
は
今
年
度
比
３

・
５
億
円
増
の
11
億
円
を
計

上
し
た
。
内
訳
は
、
構
造
改

善
の
推
進
が
８
・
６
億
円
、

中
核
充
填
所
の
機
能
拡
充
・

新
設
が
１
・
４
億
円
、
防
災

訓
練
関
係
が
３
千
万
円
、
取

引
適
正
化
の
指
導
支
援
事
業

が
７
千
万
円
。
成
果
目
標

　
大
府
市
（
岡
村
秀
人
市

長
）
は
９
月
１
日
、
市
内
中

学
校
全
４
校
の
体
育
館
へ
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
仕
様
Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
災
害

対
応
バ
ル
ク
の
導
入
を
決
め

た
。
同
日
、
２
０
２
０
年
度

中
学
校
体
育
館
等
空
調
機
器

設
置
工
事
の
指
名
競
争
入
札

の
結
果
、
同
市
内
の
設
備
工

事
会
社
３
社
を
選
定
し
た
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
は
、
大
府

市
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
協
同
組
合

（
伊
藤
賴
一
理
事
長
）
に
加

盟
す
る
４
事
業
者
が
行
う
。

愛
知
県
で
公
立
小
中
学
校
の

体
育
館
へ
の
導
入
は
今
回
が

初
め
て
。

　
同
組
合
に
よ
る
と
、
10
月

中
旬
か
ら
順
次
設
置
工
事
を

開
始
し
年
内
を
メ
ド
に
１
校

の
工
事
を
完
了
す
る
見
通
し

で
、
来
年
３
月
ま
で
に
残
り

３
校
す
べ
て
に
導
入
す
る
。

　
今
回
、
導
入
す
る
中
学
校

は
大
府
中
学
校
、
大
府
西
中

学
校
、
大
府
北
中
学
校
、
大

府
南
中
学
校
の
４
校
。
設
置

す
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様
Ｇ
Ｈ
Ｐ

は
ア
イ
シ
ン
精
機
製
の
電
源

自
立
型
タ
イ
プ
で
災
害
対
応

バ
ル
ク
か
ら
供
給
す
る
。

  

体
育
館
の
空
調
設
備
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
で
災
害
発
生

時
に
避
難
所
を
利
用
す
る
際

に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
確
保

で
き
る
ほ
か
熱
中
症
予
防
対

　
文
部
科
学
省
は
９
月
30

日
、
同
月
１
日
時
点
の
公
立

学
校
の
空
調
（
冷
房
）
設
備

の
設
置
状
況
を
公
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
全
国
の
小
中

学
校
な
ど
（
義
務
教
育
学

校
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期

課
程
、
特
別
支
援
学
校
、
幼

稚
園
含
む
）
の
設
置
率
は
、

普
通
教
室
が
93
％
（
前
年
比

14
・
６
㌽
増
）、
特
別
教
室

が
57
・
５
％
（
同
７
㌽
増
）、

体
育
館
が
９
％
（
同
５
・
８

㌽
増
）
と
な
っ
た
。
高
等
学

校
な
ど
の
設
置
率
も
（
中
等

教
育
学
校
の
後
期
課
程
含

む
）
普
通
教
室
が
87
％
（
同

３
・
５
㌽
増
）、
特
別
教
室

　「
日
本
発
の
グ
ロ
ー
バ

ル
ガ
ス
メ
ジ
ャ
ー
」
を
目

指
し
経
営
体
制
を
刷
新
し

た
日
本
酸
素

ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
本

社
・
東
京
、

市
原
裕
史
郎
社
長
）
が
１

日
、
持
ち
株
会
社
へ
の
移

行
と
商
号
変
更
を
完
了
し

発
足
し
た
。

　
傘
下
に
は
国
内
外
の
地

域
ご
と
に
事
業
会
社
を
置

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
判

断
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を

促
す
。
国
内
事
業
部
門
を

担
う
大
陽
日
酸
（
同
、
永

田
研
二
社
長
）
は
、
同
日

付
け
で
吸
収
分
割
継
承
会

社
の
大
陽
日

酸
分
割
準
備

会
社
か
ら
商

号
を
変
更
。

国
内
事
業
の
拡
大
に
向

け
、
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力

強
化
に
取
り
組
む
。

１
日
付
で
持
ち
株
会
社
に
移
行

「
日
本
酸
素
Ｈ
Ｄ
」発
足

る
信
頼
を
獲
得
し
て
き
た
。

　
同
組
合
は
地
元
の
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
販
売
事
業
者
９
社
で
構

成
。
市
営
住
宅
な
ど
へ
の
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
供
給
実
績
に
加
え
、

19
年
５
月
に
は
市
内
の
小
学

校
２
校
の
教
室
空
調
用
に
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
仕
様
Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
バ
ル

ク
設
備
を
導
入
し
た
。
次
年

度
以
降
は
小
学
校
の
体
育
館

へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様
Ｇ
Ｈ
Ｐ

導
入
も
目
指
す
。

t-sakane
長方形

t-sakane
長方形

t-sakane
長方形

t-sakane
長方形

t-sakane
テキストボックス
10月5日付、プロパンブタンニュース紙面より抜粋


